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二、  二 六 事變に 依って 稀 有の 重任で ある 陸軍大臣の 地位に は 寺 內壽】 大將が 就任した。 寺內陸 

相の 任務の 主流 は 部 內の系 派 動向の 掃蕩に 在る。 從 つて < 事 行政 は實に 重要 中の 重要 事で ある。 

そこで 寺內 陸相 は、 今囘の 二、  二 六 事變を 契機と して、 陸軍 部內の 徹底的 肅 正と 軍秩の 確保と 

を 決意し、 事 變に關 連す る 根本的 人事異動 を斷 行して この 大目 的 を 達成すべく、 鋭意 考慮 中で あ 

つたが、 いよく 三月 末を以 つて 一先 づ 終了した。 

後任 者の 決定 及び 一般の 人事異動に ついては、 あくまで、 中正 不偏の 立場に 立脚し、 人材 拔擢 

と 適材適^ 主 養て 基づき 擧軍 邁進 を 目標と して、 部 內に淸 新潑猁 たる 空氣を 注入 せんとした とこ 

ろ こ、 從來の 如き バ ランス. ォヴ • パ ヮ ー(H 系 派 動向の 平均 化) の み を 配慮した 右^ぶ 顧 的 人事 を 

睐し、 部內の 一 大 刷新に 對 する 陸相の 決意が うかがわれ、 國軍 再建の 熱意と 誠心と が 看取され る。 

玆に 於て 二、  二 六 事 變の後 を 承け て 非常時 局 下に 於け る 陸軍 を擔ふ 人々 の 人と 爲りを 見る こと 

にしゃう。 

昭和 十 一 年 四月  I  者 


r 侍從武 官府 

侍從 武官 長 宇佐美 興 屋中將 

本庄 繁大將 が、 二、  二 六 事變に 依って、 軍の 長老と しての 責任 を 痛感して 勇退 を 決意し、 待命 

仰 付と なった ので、 その後 任に は 第 七 師圑長 (旭川) の 人格者の 譽 高き 宇佐美 輿 屋中將 が 親 補せ 

ら るる ことにな つた o 

中將の 趣味 は讀 書と 乘馬 だと 云 ふ Q 酒 は 人並みな つき 合 ひ は 出来る が、 大して 好きと いふ 程で 

もない。 明治 十六 年 東京 生れの 本年 五十 四 歳の 働き盛りの 「江戸 ッ兒將 軍」 だ。 陸軍 士官 學校第 

十四 期の 騎兵 科 出身で、 馬 政 方面で は 部內隨 一 の權威 者で ある。 

X  X  X  X 

I 日露 戰 役に. は、 騎兵 第 七 聯隊 附 として 出征し、 司令部 衞戍 隊長と して 活躍した。 大正 二 年 陸軍 

1 大擧を 恩賜の 軍刀 組で 卒業した 秀才に して、 第 十八、 第 十五 兩師圑 の參謀 をつ とめ、 參謀 本部 付、 


2、 本部 長 中 村 孝 太 郞中將  

五、 部 隊 長§〜 

1、 近衛 師阖長 香月淸 司中將  

2、 第 I 師圑長 河村恭 輔中將 ；…. 

3、 第二 師圑長 岡 村 寧 次中眵 〜〜. 

4、 第 四 師團長 建 川 美 次中將 ：.：： 

f 憲兵 司令 宫 中島 今朝 吾中將 ：：， 

6 戒嚴 司令官 岩越恒 一 中，  

六 軍司令官 其 他 …： 

1 關 東軍 司令官 植田謙 吉大缚 ：… 

2、 關 東軍 參謀長 板 垣 征四郞 少將… 

3 關 東軍 憲兵 司令 宫 東條 英機少 將 

4、 朝鮮 軍司令官 小磯國 昭中筝 …… 

6, 臺灣 軍司令官 柳 川 平 助中將 ；…， 

6 支劲 E1 屯 軍司令官 多 田 袋，； ノ將 • ： 

附 相澤 中佐 事件 公お 


侍從 武官 長 は、 官制 上、 陸海 軍の 大將 又は 中將を もって 親 補す る ことにな つて ゐ るが、 歷代 Q 

侍從 武官 長 を 見る に 陸軍 大將が この 重職に 當 つて ゐる。 然るに、 今囘の 二、  二 六 事變の 責任 を 負 

ふて、 眞崎甚 三郞、 荒木 貞夫、 阿部 信 行、 川島義 之、 林 銑 十郞の 五大 將 が豫獮 役に 編入 せられた 

ため、 その後 任 を 大將に 求める こと は 不可能と なった ので、 陸軍 首腦 部で は、 此 を機會 として、 

思 ひ 切った 人事行政の 刷新 を はかる こと を 決意し、 先任 中將 が多數 あるに も拘ら す、 新進 を拔擢 

して、 第 十四 期の 宇佐美 中將を 起用す るに 至った ものである。 

人格者と して 部 內の舆 望 を 負 ふ 人で ある。 

,  X  X  X  X 

宇佐美 中將の 後任と して は駐滿 〇〇 司令官た りし 三毛 一 夫 中 將が親 補され た o 


2 オラ ンダ 駐在 武官， 東京 警備 參謀 長を經 て、 昭和 五 年 三月 少將に 進級、 滿洲事 變には 騎兵 旅闹_径 

一 として 出動し、 滯滿 一 年 三 ヶ月、 特に 與 安嶺、 ハイラルに 永く 駐屯して 武勳を 輝かした。 

1 昨年 八月、 滿洲 から 凱旋して 騎兵 監 となり、 一 年後に は、 今日まで 奉職して ゐた ところの 第 

七師圑 長に 親 補され て、 古巢の 旭川に 赴任して ゐ た。. 

X  X  X  X 

彼の 部下 思 ひ は 有名で ある。 かって 帶廣 市に m 張した 時、 日露 戰役當 時の 部下であった、 老勇 

士を 訪問して、 なにかと 老後 をいた わった 劇的 美談 は 官民 をして 齊 しく 感激 させた ものである。 

騎兵 科 出身 だけに、 馬術 はお 手の もので あり、 寡默實 行の 典型的 武人で ある。 蓋し 侍従武官 長 

として は 最適 任であろう。 

I  X  X  X  X 

杉並區 高圓寺 ニノ 三 七三の 家庭に は、 母堂 きん 子 刀自 (八 二 歲)、 久江 夫人 (四 五 歲)、 東京 帝 

國大 舉在學 中の 長男 一 屋君 (二 五 歲)、 第 八 高等 擧 校在學 中の 二 男 二 郎君 0  二 歳)、 旭 m 高等 女學 

校在畢 中の 長女 さち子さん ( 一 五 歳)、 更に 小學 校に 通って ゐる 次女 まち子さん ( 一 ニ歲) 三女 ふみ 

子さん (九 歲) が ある。， 


長、 臺灣 軍司令官 を歷 任して、 軍事 參議官 となって ゐて、 超 非常時の 陸軍 大互 となった もので あ 

る。 明治 十二 年生れ で， 本年 五十八 歳の 働き 盛お だ。 山 ロ縣萩 市の 出身に して、 彼の 顔 も 姿態 も 

圓滿 そのもの である。 ッ ルリと 禿げた 頭と 童 眼と は、 何と 云っても 親しみが ある。 

而 かも 彼 は 中正の 人物 だ。 そして 人事異動 を 見ても 斷乎 として 進んで ゐる 點は賴 母し い。 殊に 

廣田 內閣が 自由主義 的 色彩に 依って 組閣 せんとした 時、 此に斷 乎と して 反對 したの は、 此の 時勢 

の 革新的 氣 流に 乘り 得た 彼の 眞 面目 を發揮 する ものである。 全 陸軍 は 全く 革新的 動力と して 動い 

てゐ る。 その 先頭に 立てる 寺內 陸軍大臣の 健鬪は 皆の 期待す ると ころで ある。 

2、 睦軍 次官 梅津 美^ 郎中將 

古 莊幹郞 中將の 航空 本部 付 へ の 左遷に 代って、 第 1 1 師團 長の 梅 津美治 郞中將 が 陸軍大臣 を 輔佐 

して、 幕僚の 樞軸 たるべき 陸軍 次官と なった。 

5 中將は 明治 十五 年生れ で、 本年 五十 五 歲の壯 者 だ。 陸軍 大學 軍刀 組の 秀才で ある。 而 して 所信 


1、 陸軍大臣 寺內壽 一大 將 

五、 一 五 事件 を 契機と して、 世の中が 大變 うるさく なって 來た o 「非常時 型」 が あらゆる ものに 

必耍 となって 來た。 

五、 一 五^ 件に 依って 荒木 貞 夫が 陸軍大臣の 重職に 就き、 次が 林 銑十郞 となり、 次に 川 島義之 

が 親 住せられ、 現代 は 寺內壽 一大 將 である。 

云 ふ 未曾有の 大事 變は、 その 社會的 根據が 全く 深刻な ものである。 その 事變が 

軍人の 大衆^な 武装 行動で ある だけに、 陸軍大臣 を 誰に する か は、 誠に 重大問題 となった。 この 

世 入 注目の 的た る 陸軍大臣の 地位に は 現役 大將四 人 (南、 寺內、 植田、 西) の 中、 寺內壽 一大 將 

が 就いた わけで ある。 

寺 內大將 は 逝け る 寺 內正弒 元帥の 子息で ある o 親 に似てな かく 話せる 人物で ある。 第 四師圑 


4、 軍専 課長 町 尻 貴 基大住 

町 尻 大佐が 近衞 野砲 兵 聯隊 長より 陸軍省 軍事 課長に 起用され たの は 何と 言っても 白眉で ある。 

華 埃の 出に して、 政界に 於け る 近衛 文 麿 公と 匹敵す る 人士で ある。 

X  X  X  X 

長し こく も 皇族 方と も淺 からぬ 御 間柄に ある。 卽ち町 尻 大佐 は 壬 生基義 伯爵の 令弟に して、 明 

治 二十 一 年生れ で、 本年 四十 九 歳の 少壯 だ。 町 尻 子爵の 養嗣子と なり、 その 夫人 は賀陽 宮殿 下の 

御 令妹で ある。 陸軍 大舉 軍刀 組の 秀才で あり、 而 かも 第二 十 一 期 各 兵科 を 通じての トツプと 云 ふ 

實に 優秀な ものである。 フランスの 輔 佐官、 參謀 本部々 員、 侍從 武官 をつ とめて きたが、 人格 高 

潔に して 相 當の斷 行 力 ある 人物に して、 難局 打開の ために 寺內 陸軍大臣 を輔 けて 軍政の 樞 機に 參 

割す ると ころの 非常時の 軍事 課長と して は 最も 期待され る。 

X  X  X  X 

| 田 中 新 一 中佐の 陸軍省 兵務 課長 代行、 富 永 中佐の 參謀 本部 庶務課 長 代行 は 共に、 有能の 新人 拔 

7 擢、 適材適所 主義の 現れで ある。 
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に 邁進す る 男斷 性 は 部 內ぉ數 と 見られ、 且つ 思慮 極めて 緻密に して， 先き に 陸軍省 軍事 課長 • 參 

謀 本部 總務 部長 を歷 任し、 北支 駐屯 軍司令官 として は、 「梅津 何應欽 協定」 を 締結して、 わが 北支 

對 策の 基礎 工作 を 完成した 有数の 支那 通で ある。 從 つて、 飛躍的 展開 を 見ん とする、 わが 大陸 政 

策の 遂行の 上より して 誠に その 人 を 得た toN と 沄 ふべき であろう。 

3、 軍務 局長 磯谷 簾 介少將 

永 田鐵山 （. 今 井清 —— 磯谷 廉 介。 相 澤三郞 中佐が 永 田 鐵山を 倒してから、 とくに 此の 軍務 局 

長と 言 ふ 地位 を 世人が 注目す る やうに なった d 蓋し 軍務 局長の 地位 は 重大で ある。 何と なれば、， 

それ は 軍政 上に 於け る事實 上の 中心、 樞軸 であるから である。 

X  X  X  X 

此の 重大なる 地位に ついた 磯谷 少將は 明治 十六 年生れ で， 本年 五十 四 歳の 働き盛りで、 陸軍 大 

擧 卒業、 其 後、 駐支 大使館 付 武官と して、 多難なる 對支 政策の 第 一 線に 立ち、 難問題 を 巧みに 處 

理し來 つた 人物で ある。 梅 津中將 と共に、 對支關 係の 兩權威 を 軍首腦 部に 迎へ たこと は、 對支問 

題に 對 する 陸軍の 認識 を 一 歷髙度 化する ものと して 期待され る。 


趣味 は、 沈 默と魚 釣 クだ。 魚釣りに 至って は 正に 玄 入の 域に 達して &る 3 それだけに 寸联を 利 

用して は 釣り竿 を 肩に して 外出した ものである。 

人 は 彼 を 評して 「西 尾 は 結局 殘る 人間 だら う」 と 言って ゐる。 此の 言葉 は、 眞に西 尾 中 將を知 

る 者の 正鵠 を 得た 批評で は あるまい かと 考 へる。 西 尾中將 は、 潑猁 たる、 陸離た る 姿 を、 部內或 

は 部外に 現 はして、 未來の 大臣た わ、 又は 大將 たりと、 謳 はれる 人間で はない。 例へば 小 磯 國昭、 ： 

建 川 美 次と 云った やうな 人物の 如く、 大きな 姿 を 世間に 見せて はいない。 然しながら、， 結局 誠 首 

になる ことなくして、 後に 殘り、 或は 大將 となり、 或は 三 長官の 1 椅子 を も 占むべき の 地位に 達 

する が 如くに 思 はれる ので ある。 此の 考へ方 は、 たしかに 西 尾中將 をよ く 批評した ものである。. 

此の 僅かの 言葉 こそが、 彼 西 尾 中 將の姿 を 全面的に 表現し、 最も 適當 したる 「寸言 的中」 とも 云 

ふべき ものであると 考 へられる。 今や 彼 は 軍 中央部に 來て、 參謀 次長と なって ゐる ではない か。； 

何しろ 彼は眞 面目 一 徹 である。 差し 當 たり 、「西 尾 形 型」 と 言へば、 軍部に 於け る眞 面目な もの 

I の 典型、 代名詞と 言 ふところ であらう。 恐ろしく 責任 觀 念が 强く、 事に 當 つて 愼 重で あり、 物に 

3 處 して 周密で あり ，それに 確乎たる 信念き 持って やる ので あるから、 彼の やった ことに は 粗と 云 


三、 參謀 本部 

1、 參謀 次長 西 尾 W 造中將 

參據 次長 杉 山元 中 將が參 謀 本部 附 となって、 その後 任と して は、 關 東軍 參謀 長の 西 尾 中 將が就 

任した。 

中 將は菱 刈隆、 南次郞 の兩關 東軍 司令官 を援 けて、 國防 第】 線の 强化を はかり、 滿洲を 最も 良 

く 認識せ る部內 の滿洲 通なる こと は 言 を俟 たぬ。 

滿露、 滿蒙 問題 を 中心として、 緊迫せ る 情勢の 展開され てゐる 今日、 中 將が參 謀 次長と なった 

こと は、 對滿阈 策 遂行の 上より 眞に心 强さを 感ぜし める。 

中將は 新たに 侍從 武官 長と なった 宇佐美 與 屋中將 と共に 第 十四 期 生で ある。 

X  X  X  X 

西 尾 中將は 「沈 默將 軍」 の- 1 ック • ネ I ムが ある。 少尉 時代から 「物き 曾 ふまい」 と 言 ふ 願 を 

たてて、 如何にしたら 沈默で 暮らせる かと 苜ふ t とき 修養した とい ふから 相-おな もの だ。 


話 は 信用して 良い ものである • 一 

彼が 參謀 本部 第 四 部長 時代に、 部下の 演習 班長が、 演習 想定 を 作製して 來 たら、 彼 は 幾！： も そ 

の 作り直し を 命す る こと を 常と したら しいが、 こんな と とも 責任 觀 念が 餘程强 くなくて は 出来な 

いこと である。 大抵の 人なら ば、 とにかく、 中佐 や 少佐が 相當に 研究して 作った ものであるから、 一 

「うん、 よから う」 ぐら ひのと ころに してお くこと であらう が、 彼の 眞 面目 さは 之が 出來 ない の 

である。 又 彼が その 時代に、 演習 計畫 のために、 先づ 地理 實査に 出かける や、 自分で 田畑の 中に 

ドンく 這 入って 行って、 其 處此處 を かけ 廻って、 果して 演習が 出來 るか どうか を實 地に 見た さ 

うで ある。 之 は 當然の 責任で あると は 言へ、 しかし、 世の中に はこの 當然の 責任 を 果たさない 人 

間が ある 點 から 見て、 彼 西 尾 中 將の眞 面目 さが 窺 はれる。 

いづれ にしても、 彼 は &橋を 叩いて 渡る 主義の 人物で ある。 實 力に 充ち滿 ちて ゐる Q それに 身 

« が大變 頑健で ある。 たしかに 殘る 人物で ある。 

X  X  X  X 

西 尾 中 將は鳥 取 縣の西 尾 重 威 氏の 四 男に して、 兄の 幸 太 4 氏の 養子と なりし 者で ある。 明治 十 

U 四 年 十月 三十 一 日の 生れで 本年 五十六 歲。 陸軍 士官 擧校 1、 第 十四 期 生に して、 明治 三- M ハ年 六月 


0 ふ ものがない。 此の 點で 死んだ 武藤 信義 元帥の 信賴を 得て ゐ た。 武 藤が 敎 育總監 で、 彼が 敎育總 

I 監 部の 第一課 長& やって ゐた 時の 話で あるが、 彼の やった 仕事に 對 して は、 武藤は 信頼の 餘り、 

殆んど 盲判 を 押して ゐ たと 云 ふこと である。 此の 邊の話 を 聞いて 見ても、 如何に 西 尾 中 將が眞 面 

目な、 責任 觀 念の 强ぃ、 信 賴出來 る 人物で あるかが 判 かる。 

西 尾 中將の その 第一課 長 時代 は、 全くの 時間 知らす で、 退廳 時間が 四時で あろうと、 五 時で あ 

ろうと、 その 日の 仕事が 片付く まで は、 課長 iaj で コッく 仕事 を やって ゐ たので、 折々 部下から 

「もう 電車が なくなり ますから、 此の 邊で打 切り ませう」 と やられた さう だ。 長た る ものが、 こ 

ん なに 遲 くまで ガン 張って ゐる こと は、 一寸 長官 道と して は考 へねば ならぬ 點 では ある が、 とに 

かく 眞 面目で、 シ ン から 勤勉 努力な ので あるから、 それ を 非難す る 者 もなかった らしい。 しかし、 

頭が 大變に 良くって、 又 細密に 一旦って ゐ るので、 仕事の 上で は、 自然に 部下に 對 しても 相當 やか 

ましかった さう である。 

彼が 陸軍 大學 校の 敎官 時代に、 彼の 書く 戰術 要圖ゃ 原稿が 實に 綺麗で、 それ を淸 書したり、 謄 

寫版 刷の 原稿 を 書いたり する 書記が、 常に 感服して ゐて、 今でも 「西 尾 敎官の 頭 は特刖 跳へ だ」 

と 話し合って ゐ ると 言 ふこと であるが、 之 は 本當の 話で あろら う。 大體に 於いて 部下たり し 人の 


どうも 新聞記者の 受けが 惡 つたが、 凡そ 新聞記者 なぞと は * そクの 合 はぬ 性質で ある a 然し 西 尾 

中將の 信念と 自信と は， そんな こと なぞ どう だってい いと 言 ふ 風で ある。 全く それでい いので あ 

る。 彼 は 創業の 偉人で はない。 守成の 偉大なる 凡人と 云 ふ 型で ある。 彼 は 自ら を 知る 明が ある。 

此の 態度で 進む 限り、 彼 はやつ ばり 殘る 人物で ある。 今や 西 尾 中 將は參 謀 次長と なった。 三 長官 

の 一 人と なる の 時期 は 目捷に 迫って ゐる。 

2、 第二部長 渡久 雄少將 

參謀 本部 第二部長 として 令名の あった 岡 村 寧 次 中將が 第二 師團 長に 榮轉 したので、 その後 任 は 

部内 屈指 6 支那 通た る 渡久雄 少將が 就任した。 明治 十八 年生れ で、 本年 五十二 歳の 働き盛り だ。 

西 尾中將 の滿洲 通に 配す るに、 渡 少將の 支那 通を以 つてせ る は、 日本の 對支 政策の 高度の 發展を 

來 たす ものである。 大いに 期待して よから う。 

一  3、 作戰 課長 石 原莞爾 大佐 

S3 「石 原 莞爾」 と 言 ふ 名 は、 石 原 大佐が まだ 中佐で 關 東軍 參 謀と して 活躍して ゐる ときから、 同 


C? の 歩兵 少尉 任官で ある。 日露 戰 役のと き は 中尉に 進み、 歩兵 第 四十 聯隊 小隊 長と して 終始して ゐ 

一 る。 戰後、 陸軍 大擧 校に 入舉 し、 四十 三年に 次席で 卒業して ゐる。 首席 は 畑 俊 六であった。 トれ 

から、 後に 陸軍省 副官、 歩兵 第 十 聯隊 附を しばらく やり、 それから 東京に 戾 つて 來て 陸軍 大擧校 

兵 畢敎官 となり、 大佐に 進んで から は、 曾て 在勤した 歩兵 第 四十 聯隊の 聯隊 長に 榮轉 し、 次いで、 

敎育總 監部第 一 ^長に 抜擢され たもので ある。 課長の 職 は 足掛け 三年に 直って やり、 稀に 見る 名 

課長と 呼ばれた ものにして、 實に 典範 令 や 軍隊 敎 育に 關 する 造詣 は 頗る 深き に 百 一 つて ゐ ると 云 は 

れてゐ る。 それから、 少將 になって、 歩兵 第三 十九 旅圑 長に 出た が、 やがて、 參謀 本部 第 四 部長 

として、 初めて 參謀 本部の 椅子に 腰 を 下した。 それから 昭和 九 年 三月、 小 磯國昭 中將が 第五 師圑 

長に 轉 じた 後 を 承け て、 關 東軍 參謀 長と なって 満洲で 活躍して ゐ たもので ある。 今や 彼は單 なる 

滿洲 の考謀 長で はない。 f 界を 相手の 全日 本の 全 陸軍の 參謀 次長で ある。 

X  X  X  X 

彼 は 進む と 云 はれす して、 結局 殘 ると 言 はれて ゐる。 その 言葉の 示す 如くに、 裕 達潤活 ではな 

くして、 厚モ の-ものである。 明朗と 云 ふわけ ではなく して、 どちら かと 沄 へば 陰氣 である。 义 

饒舌で はなく して.：，；： はで ある。 彼が 軍事 調査 委員長と して、 多くの 新聞 人と 折衝した ときには、 
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は 一 躍進した。 ト 、 …… と 中隊の 前に 進んだ かと 思 ふと， 大喝 一 聲 「馬鹿！」 と 来た。 . 

中隊の 幹部 は、 此の 聯隊 長の 怒りが 何の 爲 だか 分らす、 キヨ トンと して ゐた。 忽ち 石 原さん の 

口から 第二の 言葉が、 嵐の やうに 飛び出して 來た 「紋附 は 借物 だぞ H:」。 

中隊の 幹部 は、 初めて 分った。 直に 舍 外の 召集 兵 を 大急ぎで 舍內に 入れた。 卽ち石 原さん の氣 

持 は、 つまり 「召集 兵の 着て 來た 紋附に は、 他所からの 借物 も あらう おら、 雨に 濡らさせるな」 

とい ふので める。 

此の 一 言で 召集 兵 は、 すっかり 石 原さん に 心服して 了った とい ふが • 此の 言葉 は 決して 普通 平 

凡な 聯隊， 長の 口から 出る 言葉で はない。 東北の 農 山村の 生活 を あきる ほど 見聞して ゐる 筆者 も、 一 

實は 此の 逸話で、 彼 石 原さん に對 する 認識 を 非常に 改めた ので ある。 

併し 此の 逸話 は、 必す しも 石 原さん 稱揚の 材料と はならない であらう。 苟し くも 聯隊 長と も あ 

るべき ものが、 中隊の 斡 部 を、 馬上から 馬鹿 呼 はりす るの は、 輕率 極る こと だ、 彼の 心 やり は 十 

分に 分る、 併し それに は その 方法 も あらう とい ふ ものである。 直情 徑行は 個人と して. は 面白い 

が、 組織 體に 於け る 責任者と して は、 大に愼 しまねば ならぬ こと X 思 ふ。 が， そうした 公論 を暫 

ばらく 措けば、 此の 逸 詰のう ちに、 石 原さん の 面目 躍如たる ものが ある。 


じ 關 柬軍參 謀であった 「板^ 征 W 郞 大佐」 の 名と 共に、 古くから 挲 者の 強き 記憶に ある。 

中堅 靑年將 校 諸君 は 「板 垣さん は眞に 大人物で 將來 益々 大を 成す 人で ある。 石 原さん は 大物に 

は 違 ひない が、 直 ^經 行で 一寸 カドが ある」 と 批評して ゐ たが、 最近の 石 原さん は 大分 力 ドが取 

れて來 てゐる やうで ある。 他人 事ながら 偉大なる 石 原さん のために も、 國家 のために も、 嬉しい 

ことで ある 0 

現在、 石 原さん は參謀 本部 作戰 課長、 陸軍 歩兵 大佐で ある。 外形的に は眇 なる 陸軍 部 內 の I 存 

在に しか 過ぎない が、 然し 石 原さん の 力量 は 枏當な も 0 だ、 と 言 ふこと は 一 般に 認められて ねる ひ 

石 原さん が 仙臺の 歩兵 第 四 聯隊の 聯隊 長で ある 時、 或る 夏の 某の 日、 豫備 兵が 演習 召集で 入營 

した。 折 hs 惡 しく 朝 來の 霧雨で、 宮城 野原 頭の 營庭 は、 す 暗く 曇って ゐた。 各 中隊で は 召集 兵 

を 中隊 前に I 列 側面 縦隊 式に 整列 させて、 一 人づ X 所耍の 取調べ をして、 營舍內 に 入れて ゐた。 

ありそうな 圖 である。 そこへ 石 原 聯隊 長 は、 馬蹄 蔓々 として 出勤して 来た。 衞兵は 整列して、 喇 

叭の音 VJ 以 つて 聯隊 長を迎 へ、 聯隊 長 は 何時もの 如く 營 庭に 這 入った。 と 見る と、 豫備 召集 兵が 

霧雨の 中に 列んで ゐる。 はっと 石 原さん の 顔が 緊張す ると 共に、 その 騎座 はきり ッ としまり、 導 


出しなかった そうだが、 その 時で も コッ， （. やって ゐ たの かも 知れぬ。 

陸軍 大舉は 二番で 卒業し、 軍刀 組の 秀才で ある。 その後 大尉で 敎育總 監部附 とでり、 大正 九 年 

には漢 口に 在勤して、 彼の 支那 研究の 端緖を 得、 十 年に は 陸軍 大擧 敎官 となった。 此の 敎官 時代 

に は隨分 逸話が 多い が、 その 戰術 指導が 如何にも 出鳕 目に 見えた。 現地 戰術 などで は、 想定 も 何 

も考 へす に 現地に 臨み、 擧生を 前にして から 想定 を 作る とい ふ鹽 梅で、 怠慢の 甚し いものん やう 

であった が、 その 指導 適切、 講評 的確、 學生は いづれ も 敬服した とい ふが、 之れ は 彼が ぃ& タネ 

を もって ゐ たとい ふこと になる。 或る 急所、 要點， を ガッチ リ 握り、 それ を タネに. して 演繹す るか 

ら、 人が 敬服す るので、 まあ、 頭の ぃ&、 要領の い-わけ である。 

大正 十 一 年に 獨 逸に 留擧 し、 留る こと 三年に して 歸 朝し、 それから 又 陸軍 大學 敎官を やり、 昭 

和 三年 八月 中佐に 進む や、 その 十月 關 東軍 參 謀と なって、 旅 順に 赴任した。 時の 軍司令官 は 有名 

な 中 將村岡 長太郞 であった。 彼の 赴任す る 頃から、 滿洲は 何となく ザヮ つき出した。 某 重大 事件 

で 村 岡 中 將は責 を 負って 辭 職し、 次いで 来た 中將畑 英太郞 は、 大酒 飮 みの 故に 急逝し、 それから 

一 大將菱 刈 隆が來 たが、 昭和 六 年に は 中將本 庄繁と 交代した。 そ Q 九月に 滿 洲事變 が勃發 したと 言 

i ふわけ である。 
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石 原さん の 言語 は 卒^に して 衣 を 終ば す • その 態度 は 一 見 豪放に して 時に 禮を 失する こと も あ 

る。 這般も 宮城 縣の m 務 部長 を. 滿 座の 中で バカ呼 はりして、 心 ある 者 をして 眉 を ひそめし めた 

とい ふこと であるが、 こんな こと を 彼 は 平氣で やる ので ある。 仙 臺巿中 を 支那 服で 歩いたり —— 

尤も 之 は 仙臺に 限ら. f 11 外國で 異様の 風體で 歩いたり したそう だが、 直情 徑行 とい はう か、 些 

事に 拘泥せ ぬと いはう か、 それとも 銜事的 人物と いはう か。 彼 ほど 常識の 發 達した 苦勞 人が、 氣 

付かす に 超 世間 的 行動 を 取 つて ゐ ると は考へ られな い リ 

X  X  X  X 

彼 は 明治 二十 二 年 一 月 十八 日、 山形 縣鶴岡 町に 生れた 本年 四十 八 歳の 少壯 だ。 彼の 祖父 は 明治 

維新の 戊辰の 役で は、 藩の 新徵 組の 三羽烏と 稱 へられた 豪傑 だそう だ。 父 は 警部で 罷 めてから、 

鶴 岡 町の 公吏に なり、 今は隱 居して ゐる。 石 原さん は 長男 だが、 次 に は 海軍 中佐の 石 原 次郞さ 

んがゐ る。 

彼の 家 は經濟 的に 餘 りに 惠 まれす、 彼 も 幼時より 相當 貧乏の 味 をな めて ゐる。 仙臺 陸軍 地方 幼 

年 寧 校 第 六 期 生で、 陸軍 士官 擧校は 第二 十二 期 生で ある。 擧校 時代 は 例の 豪放 的 態度で， 人前で 

は餘 り勉强 もしない やうに 見えて、 常に 優秀の 成镜を あげて ゐた。 尤も 彼 は日嚯 日に は、 餘り外 
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は 一度 も 行かす、 參謀 本部 も 今度が 殆んど 始めて r ある。 故に 軍部に 於け る 特等席 組の 經路と は 

言 ひ 難い。 それに も拘ら す、 彼の 評判 は大變 にい、。 その 器の 犬なる こと は 早くから 認められて 

ゐ たとい ふが、 彼 を 知る 誰に 聞いても、 異口同音に 石 原さん を 偉い とい ふ。 兎に角 やがて は 陸軍 

を 代表す る 人物になる べしと は、 衆目の 見て 以 つて 一 致す ると ころで ある。 

或る 者 は 「石 原 は： 大才 だよ、 軍人に ならす に 何に なっても， 確かに 傑出す る 男 だ」 と 言った？ 

或る 者 は 「若い 男 を 賞め てはいけ ない、 圖に乘 るから な、 併し 石 原 だけ は、 いくら 賞 めても い i。 . 

賞め る だけの 價値も あるし， 叉 賞め られ ていい 氣 になる やうな 馬鹿で はない」 といった。 確かに 

さう だら う o 

彼 は 曰 蓮の 研究家 だとい ふが、 その 人生 觀 はこ、 から 來てゐ るら しい。 何となく 脫俗 的な 態度 

も、 此點で 首肯され る。 又 彼が 心血 を 注いで 研究した もの は ナボレ オン 戰史 である。 その 研究の 

副產 物と して 蒐集した ナボレ オンの 肉筆、 戰爭關 係の 泰西 名畫、 書籍、 又フリ ー ドリ ッヒ 大王の 

筆跡 等 は、 實 に時價 數萬圓 になる とい ふ。 彼の 戰 術の タネ はこ X にある のか も 知れぬ" 

斯うした 修養と 研究と は、 彼に 自信 を附 ける。 一例 を 擧げれ ば、 一昨年 彼の 聯隊 は、 荒木 貞夫 


滿 洲事變 こそ、 彼の 心血お そ、 ぎ、 智爨を 傾倒した 重大 活動の 場面であって、 作戰參 謀と しての 

功勞 は、 事變 行賞に 於いて 功三 級 金鵄動 章を以 つて 酬 ひられた の を 見ても 分る。 實際、 事 變の作 

戰 及び 滿洲 建！： に 於け る 彼の 功繽 は、 沒 すべから ざる ものが ある。 

尙 ほ事變 中に 於け る 彼の 武人と しての 豪膽 さは、 實に 見上げた ものであった らしい。 逋遼 附近 

の 大倉組 農場 を、 飛行機で 救援した 時、 彼が 危險に 曝されつ-、 一 人 飛行機の 再來 まで 偵察して 

ゐ たとい ふ 話 や、 馬 占 山 討伐に 際し、 紅 橋の 傍に 敵彈雨 飛に 在って、 平然と 參謀 勤務に 服した と 

いふ 話 は、 實 見者の 驚嘆して 語って ゐる 所で ある。 「石 原 參謀は 不死身 だ」 と 言って ゐ るが、 こん 

なて と は 非常に 將 兵の 尊敬と 信 賴とを 集める ものである。 兎に角 豪膽な 男で ある。 

昭和 七 年 八月 大佐に 進む と共に、 關 東軍 を 去って 內 地に 歸り、 やがて 國際 聯盟の 軍縮 本 會議に 

派遣され、 それ は 又 必然に 満洲 事 變に關 連して、 日本の 脫退 となる 聯盟 會議 に關 係した。 八年歸 

朝して、 八月に は 歩兵 第 四 聯隊 長と して 仙臺に 赴任し、 それから 昨年 八月、 參謀 本部 課長と して 

中央部に 来た わけで ある。 

彼の 今日までの 足跡 は、 兵擧敎 官と參 謀と 聯隊 長、 それに 海外 派遣 だけであって、 軍政 方面に 


もの ある も、 その 成繽拔 群なる もの あ ね」 とい ふ 意味の ことがあつ たらしい。 此の 事 は 一 面 荒木 

の 大きい ところ を 語る もの かも 知れぬ。 普通の 撿閱 使なら ば、 御機嫌 頗る 斜めにな つて、 クソミ 

ソ にやつ i けた ことで も あらう と 思 ふ。 併し 又 荒木が、 石 原さん を 平素 愛する とい ふ 間柄で あつ 

たのに 原因す るか も 知れぬ。 

昭和 十 一 年度の 豫算 閣議が 昭和 十 年 十 I 月に もめて、 時の 高 橋 藏相は 「軍部が 徒に 豫算の 膨脹 

を 計れば 遂に 國 民の 怨嗟の 府 となる」 などと 言って、 軍部 を誣 つた 時 は、 問題が 作戰 資材 整備 費 

に關 する もの だけに、 彼の 奮鬪 も相當 であった。 又 ジュネ ー ヴの メトロ ボ ー ルに 於いて、 各國の 

新聞記者 を 前にして 「世界 を 敵と して. 一 戰を交 ゆる も、 日本 は敢 へ て辭 せじ」 と 豪語して セン セ ー 

シ ヨン を 捲き 起した こと >  又 松岡洋 右さん が 「聯盟 脫 退の 眞 意義 を 知って、 力に なって くれたの 

は 右原さん である」 といろ たこと を 聞いて ゐ るが、 これ も 石 原さん の眞 面目 を 示す ものである。 

彼が 仙臺に 在る や、 暇 を 見出して は 地方 青年の 指導に 從ひ、 叉 地方 有志の 國防 知識の 研究 を資 

2 けた。 その 國防 論な ど 見る と、 普通の 將 校さん に 見る ことの 出来ぬ 卓越した ものであって、 筆者 
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の 特命 撿閱を 受けた。 特命 撿閲は 聯隊 長の 運命 試驗 とも 見られ、 聯隊 長 は ビク/ \ もので 準 跪す 

る を 例と する。 然るに 石 原さん は 平 氣の平 左で 撿閱 を 待ち 「平常の ま乂 見て 戴く つもり だ」 と霄 

つて ゐた。 愈々 撿閱 になり、 荒木 は 石 原さん に 「聯隊 全滅の 場合、 聯隊 長の 處置 如何 一 と 問うた 

そうだ。 すると 石 原さん は、 身 を ひるが へして 大地に 横臥し 、「聯隊 長戰 死！」 と 叫んで、 並み ゐ 

る隨員 一 同 を啞然 たらしめ、 流石の 荒木 をして 「う I ん」 と 唯うな づ かしめ るの みであった とい 

ふ。 此の 眞 似の 出來る 聯隊 長 は、 天下に 二人と あるまい。 更に 荒木から T 將校 成績表 は？」 と^ 

はれて、 差し出し たもの は、 驚く 勿れ、 た^の 白紙で ある。 「之れ は 白紙なら す や？」 「洵 に然 り、 

小官が 聯隊 長と して 赴任して 以來、 僅かに 一 ケ年、 親に して さへ 我が 子の 性能 を 知る に 苦しむ。 

况んゃ 他人に して 此の 短時日に 將校 全部の 性能 を 知る 能 はざる や、 當然 である。 若し 書けば 前任 

者の 書け る もの を 踏襲す る 他な し。 是れ 小官の よくな さ^ると ころで ある。 成鑌 表に して 間遠へ 

んか、 人の 蓮 命に 重大 影響を及ぼす を以 つて、 輕々 に 筆 を 下し 難い。 但し 當隊 の氣風 は- 少し 鈍 

重なれ ども、 精神 確乎、 軍紀 嚴肅、 大に實 戰に用 ふべ し」 とやって のけ、 叉 も 荒木 以下 を 啞然た 

らしめ たとい ふこと である o 

されば 講評に は 「當 聯隊の-ま 練 法 は、 すべて 尋常 一 樣 ではなく、 常軌 を以 つて 律すべからざる 
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1、 敎 育總監 西義 一大 將 

西大 將は穩 健、 中正、 凡慵 である。 無色に して 系 派 的 色彩 は 少しもない。 今囘の 二、  二 六事變 

に 就いては 軍の 長老の 一 人と して 當然 引責 辭職 すべきであった らうが、 無色に して 中慵 である と 

と を 理由と して 現役に 殘 された ものである。 明治 十二 年生れ で、 本年 五十 九歲 だ。 

2、 本部 長 中 村 孝 太 郎中將 

中 村 中將に 就いても、 西 大將に つ いて 言った 事 を そのまま 適用 すれば 足る。 

今囘の 二、  二 六 事 變の後 を 承け て、 陸軍大臣 たるべく、 一 時 噂され たが、 然し、 彼 は 軍 全體の 

革新的 氣 運に 乘り 切れなかった と 見える。 或は やっぱり、 大將の 中から 非常時 型 を 出す 必要が あ 

ると 言 ふこと になった のか も 知れぬ。 明治 十四 年 石 川縣に 生れた 本年 五十六 歳の 男 だ。 

とにかく、 陸相の 噂の みで 立 消と なった の は 彼と して は殘 念で あらう。 耍す るに、 今後 は、 革 

新型、 非常時 型でなくて は、 役に立たない。 . 
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などと 共鳴す る 多くの もの を 有する o 

彼が 斯様に 陸軍の 一 人 村と 見られる ところから、 彼 を 利用 せんとす る 政治^、 社會 運動家な ど 

が あるそう であるが、 それ は 彼のた めに 戒心すべき こと を 忠告したい。 尤も 彼 は 聰明に して 時代 

を 見る こと 相當 敏感で あ リ、 おだてられ てい \氣 になる ほどの 年で も あるまい。 自重して 大成す 

べき を 希って 己まぬ。 殊に 幾度 か 健康き 害して ゐ るそう だ。 命あって の 物種、 大切に すれば 1 生 

もてる 命 だ。 粗末に する 勿れで ある。， 

石 原さん、 妄評お 許し 下さい 0」 


X  X  X  X 

中將 は、 滔は 若い ときに 飲んで しまったと 言って、 今は飮 まない。 趣味と して は 謠曲を やる ノ 

中將 は、 近衛の 傳統的 名 譽を守 力、 日本の 幾 十 萬 軍隊の 核心 師圑 としての 實を擧 げたいとの 決 

意 を 示して ゐる。 

X  X  X  X 

中將 は、 佐 賀縣の 出身、 明治 十 年の 生れで、 本年 六十 歳。 陸軍 士官 舉校は 明治 三十 五 年に 卒業 

した。 日露 戰役 がその 初陣で 功五 級 を もら ひ、 陸軍 大擧 を卒 へ、 陸軍 大擧 に敎鞭 をと る こと 前後 

九 年、 歐洲 大戰當 i- は フランス にあって 五 年間 兵 術 を 學んだ だけあって 、「香 月の 歩兵 戰術」 と 云 

へば 陸軍の 誇り だ。 聯隊 長 は 勿論つ とめる し、 第 十旅圑 長、 步兵學 校長な どを經 て、 第 十二 師圑 

長と なった のが 昨年の 三月で、 今年の 一 二月に は參謀 本部 付と なって、 現在に 至って ゐ たもので あ 

る o 

|  2、 第一 師圍長 河村恭 輔中將 

2 蹶 て、 引責 待命と なった、 第 一 師阒長 堀 丈夫の 後任に は、 第 十六 師圑 (京都) 留 
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五、 部隊長 其 他 

1、 近衛 師團長 番月清 司中將 

近衛 師 圑 の 師圑長 橋 本 虎之助 は 引責 待命と なった。 而 して、 香 月中將 が禁闕 警衛の 重任た る 近 

衞師團 長に 親 補され た。 

中將は 二月 二十四日の 內命 では、 久留米 第 十二 師圑 長から、 參謀 本部 付と なり、 やがて 昇格 さ 

るべき 支那 駐屯 軍の 司令官と して 赴任すべく 待機して ゐ たもので、 實に 一 ヶ月のう ちの 三 段 飛び 

の 出世 だ。 

杉 並 廣 阿佐ヶ谷 六ノ 一 九 三の 家庭に は、 ツル子 夫人 (五 一歳)、 次男の 成 蹊學園 在 舉の秀 雄 君 (二. 

〇 歳)、 三男の 久留米 明 善 中摹ー 一年の 良 夫君 ( 一 六 歳) がゐ る。 

長男の 淸 明君 は 騎兵 少尉と して、 ハイラルに 出征して ゐる。 長女 淸 子さん (二八 歳) は 原 田 三等 

軍 as 正の 夫人と な^、 次女 きみ子さん (一 h ハ歲) は 三 井賴山 技師に 嫁して ねる。 


^女 翻 子さん が あお、 何れも 濉谷區 上 山 町 I 九の 本邸に 祖母 君と 共に 住んで ゐるゾ 

3、 第二 師園 ft 岡 村 寧 次中將 

梅 津中將 の 後任と して 第 一 1 師圍 長に 親 補され た 岡 村 中將の 躍進 掘 ^は、 正に 钊 目すべき 異数の 

拔擢 である。 然し 勿論 是は 彼が 秀れ てるる ためで ある。 卽ち岡 村 中 將は參 謀 本部 第 一 1 部長と して 

最も 令名 あ hs、 部內 屈指の 支那 通と して 知られた 人で ある。 寺內 陸相が 一 躍師團 長たら しめたの 

はよ き 英断で あると して 評判が 良い。 

岡 村 中將の 將來は 最も 期待され て 居る ものの 一 である。 殊に 彼が 關 東軍に ゐる 頃の 參謀振 bs は 

IE ざまし かった。 明治 十七 年生れ で、 本年 五十 三 歳の 働き 盛リ。 健闘 を 祈る。； 

4、 第 四 師圑長 建 川 美 次 * 將 

^ 建 川さん は 幾度 か、 中央部への 榮 轉を傳 へられた が、 それが 實 現しない。 軍令 系統の 彼の こと 

一 だから、 參謀 次長になる であらつ と は、 いつの 異動のと きで も噝 されて ゐ るが 1 それが 具體 化し 
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守 司令官 河 村 恭輔中 將が親 補され た。 

x  x  x  x 

中將 は、 一 死 報國の 誠心に 燃えて ゐる。 中將 は寺內 陸相と 同鄕 で、 山 口 縣萩市 川 島 町の 出身で 

であ。 明治 十六 年生れ で、 今年 五十 四 歳の 働き盛り だ。 陸軍 士官 畢校第 十五 期 生、 明治 三十 七 年 

砲兵 少尉に 任官、 三十 八 年に は 砲兵 第三 聯隊 付と して、 旅 順攻圍 軍に 參加、 大正 二 年 大尉に 進み、 一 

大 m 八 年 陸軍 大舉 卒業、 大正 十二 年に は 第 十二 師圑 司令部 付と して、 シベリアに 派遣せられ、 十 

五 年 大佐に 昇進、 昭和 二 年 ジュネ ー ブ 軍備 縮 少會議 全權隨 員と して 派遣され、 歸國 後野 砲兵 第二 

十二 聯隊 長と して 滿洲 へ駐 剳、 昭和 三年 少將に 進級、 津輕 要塞 司令官、 砲兵 監付， 重砲 兵學 校長 

を歷 任、 十 年 八月 中將に 進み、 第 十六 師圑 留守 司令官と なって ゐ たもので ある。 

非常な 部下 思いで ある。 演習で くた ぶれて 危く乘 り 過 さう とした 兵 を 自ら 搖り 起して 下車 させ 

て やった さう だ" さう した 人間味が あるら しい。 

(ね 子 夫人との 閹に は. 慶應大 舉在畢 中の 長男 正恭 君、 双葉 高等 女擧校 出身の 長女 榮 子さん、 一 


明治！ 一： 十八 年 二月 十 IB 

第二 軍司令官 奥  保鞏 

此 功に 依って 戰 後の 論功行賞で、 功 四 級 金 鵄勳章 を 賜った が、 蓋し 中尉と して は 異例に 屬 する。 

X  X  X  X 

戰 後の 明治 三十 九 年に 陸軍 大學 校に 入リ、 四十 二 年に 恩賜の 軍刀 を 戴いて 卒業した。 爾來 騎兵 

科の 俊才と して、 印度 駐在 武官、 參謀 本部々 員、 中佐と して 出で k 騎兵 第五 聯隊 長、 戾 つて 參謀 

本部 課長、 それから 支那 公使館 附 武官、 少將 になって 歸 つて 參謀 本部 第二部長、 第一部長と 歷任 

した。 此の 在任中に 滿洲 事變が 起った ので あるが、 彼の 住務は 事變に 直接 關係 ある ものであって、 

彼の 名 はぞの 頃から 急に 社會 的に 光り 出した。 事變 中に 中將に 進み、 ジュネ ー ヴの 軍縮 本 會議に 

は、 陸軍 を 代表す る 高級 隨員 として 赴任した が、 會議が 龍 頭 蛇 尾、 何だか 分けの 分らぬ うちに 終 

慕した ので、 歸 つて 第 〇〇圑 留守 司令官と なった。 それから 九 年 六月 第 十師圑 長の 職に 就き、 更 

に 第 四師圑 長と な つて 今日に 至って ゐる。 

一  X  X  X  X 

M 建 川さん は 新潟縣 出身者に して、 野 崎 美 孝の 三男と して、 明治 十三 年 十月 三日に 生れ、 建 川 周 


丈け は餘り 高から す、 でつ ぶり 太った 堂々 たる 體軀 である。 唯 I 寸 目尻が 下って ゐる。 此の 塞 

川さん が、 日露 戰爭 のとき の 挺身 斥候 を やって 一 躍 有名に なった。 確かに 群を拔 いた 武功で あつ 

た。 金澤の 騎兵 第 九 聯隊の 小隊 長と して 出征した 彼 は、 特別 任務 を帶 びて、 六 名の 挺身 斥候の 長 

として 敵地 深く 進んだ のであった。 そこで、 左の 如き 感謝 狀を 貰った。 

騎 兵 第 九 聯隊 

睦 軍 騎兵 中尉 建 川 美 次 

右 奉 天 鐵嶺撫 順 附近の 敵情 及 地形 偵察の 仵務を 受け、 明治 三十 八 年 I 月 九日 宿 營地韓 三 臺を發 

し、 大灣 附近に 於て 遼河を 渡り、 新 民 屯 西方 約 六 里の 半拉 I： を 過ぎ、 鐵嶺 西方 高地 を 經て撫 順 

東方 約 六 里の 營 盤に 達し、 遂に 狨廠赛 馬 集 及 連山 關を經 て、 二月 三日 黄 泥 窪に 至り 聯隊に 復歸 

せり。 其 間 或は 敵騎に 遭遇し-或は 敵の 守備兵の 爲. に發 見せら る i も、 奇計 を 以て 奇禍を 免れ、 

時に 或は 糧秣 を 絶つ こと 三日に 至る も、 堅忍 不撓 敵中に 在る こと 二 旬、 遂に 克く 任務 を 達成せ 

h>0 仍 て其武 f 貧し、 感 f 授與 す。 .  ノ 
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尺 出れば そこに 堑壕を 堀り、 一 寸 取れば * そこに 胸墻を 進め、 一 步】 歩 大地に 根 を 張って 進む 

耍塞 攻擊の 歩兵 戰法 らしい ところが 少 いと 思 はれる ので ある。 

滿 洲事變 前、 參謀 本部の 部長の 職に あって、 諸 地方の 演說 をして 一 寸 問題に なり、 又 その 內容 

に 就いても、 心 ある 者 をして  <ラ くさせた ものであった。 滿 洲事變 勃發當 時には、 何たる 偶然 

ぞ、 彼 は 〇〇 に 泊って ゐ たとい ふこと である o 

彼 は滿洲 事變で 急に、 その 名が 社會 的に 知られ 出し、 建川將 軍の 名で ビク. （した 者も少 くな 

かった さう だ。 彼の 行動に 一 寸 軌道 外れのと ころがあって、 何 を やり 出す か 分らない とい ふの 

が、 畏怖め タネだった のか も 知れぬ。 卽ち 革新的 人物と 見られて ゐ たので あるら しい。 併し 彼と 

て も、 もう 五十 七 歳と. いふ 圓 熟した 年配 だ。 何時までも 軌道 外れで は 困る。 或る 海軍 士官が、 「建 

川の やうな 男が、 どうして 今まで 罷めさせられ すに ゐ たらう。 流石に 陸軍 は 大きい もの だ」 と 妙 

なと ころ を 感服して ゐ たが、 果して 海軍 士官が 見た 如き 軌道 外れで あり、 且つ 今日まで 退けられ 

すに ゐた とすれば、 其 は 彼の 兵科 閥、 闥閥、 同鄕 閥に 因る もので あらう。 

そうした 彼が、 第 〇〇 圑 留守 司令官と して 地方に 出た きリ、 參謀 次長の 呼聲を 幾麼か 耳に しな 

がら、 どうしても 中央部に 戾られ ぬと いふ 蓮 命 を、 彼靜 かに 考 へて 見る 必耍 はなかろう か。 建 川 
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平さん の 養子と たって ねる。 本年 五十 七歲だ * 狭の 今 R ある 所以 は， 勿論 彼が それだけ 勝れた 所 

が あるから では あるが、 又 一 面 極めてい、 先輩と、 姻戚と を 有した ことに も 依る だら う、 少將森 岡 

正 之 は 騎兵 科の 大先辈 にして、 官 は少將 まで 進める に 過ぎなかった が、 明治 末年に は 騎兵 部內で 

侮るべからざる 勢力が あった ものである。 此の 森 岡 正 之の 長女が 騎兵 大將 鈴木莊 六の 妻で あり、 

次女 は 騎兵 大將森 岡 守成に 嫁し， 而 して 四 女 を 娶れる もの は卽ち 此の 建 川さん にして、 叉 鈴 木 は 

建 川さん の 同鄕の 先輩で ある。 兵科 閥ぶ 閨閥と 同鄕 閥と が、 縱 横に！^ 廻され てゐる 中に、 彼 建 

川さん は將軍 街道 を悠々 と 進んで ゐ たので ある。 彼 は 十三 期 生で は 第 四 位に おる が、 大將 候苻者 

として は 第 一 位に ある。 

X  x  x  X  .ぉ-,，-:;ノ,ブ ：•  ノ，.  ..ノ气リ..ん，ゃ4,ム 

彼 は 所謂 武人で あ. る。 軍政 方面に は 殆んど 足 を 入れた ことなく、 常に 眞正 武人の 領域に 止って 

ねる が、 併し^の 野心 は • 中々 こ、 に 止って 滿足 しさう もない T 敵中 横斷 三百 里」 式の 膽カも あ 

り、 燃 ゆるが 如き 闘志 も あり、 叉 向 ふ 見す の 猛進 力 も ある。 又 何 を やらせても、 結構 やっての け 

る 實行カ を 持ち合せて ゐ る。 けれども 何だか、 あぶな かしい 氣 がする〕 天馬空を行く か、 駿馬 ナ 

^を弒 るか、 何しろ 騎兵ら しい 勇し い 姿 を 見せる が、 結局 は 騎兵で はない かとい ふ氣 がする。 一 
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そこで 岩 越 中將は 四月 二日 午後 左の 如き 吿論 を發 した。 

告諭 第四號 

遽に 大命 を拜し 不肖 恒 一 前 司令官の 後 を 承け 戒厳 司令官. の 重任 を 負 ふ、 戒厳 地境 內の 情況 は 

概ね 平靜を 保持し 特異の 事象 を 認めざる も尙 戒厳令 中 必要なる 規定の 依然 適用せ られつつ ある 

所以の もの は 未曾有の 兮 次の 不祥事 件に 關 する 善後 處置を 完全に し、 拔本 塞源 的 肅正を 行 ひ 今 

後是の 如き 不祥事の 絶無 を 期し、 軍民 ー體 * 皇道 を 扶翼し、 宸禁を 安んじ 奉らん とする の 目的 

に 外なら す 

官民 克 くその 理を辨 へ 本職 を 信 倚し 益々 言動 を 慎み 操守 を 固く し、 協力 一 致 戒厳の 施行 をし 

て 愈々 遣憾 なから しめん こと を 期すべし 

昭和 十 一 年 四月 二日 

戒嚴 司令官 岩 越恒ニ 
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さん！ 忠言して 相濟 みません。 

5、 憲兵 司令官 中島 令 朝 吾中將 

習 志野舉 校長から 榮轉 したと ころの、 巾 島中 將は、 資性 豪 直、 中正 公平の 實行 家で あるから、 

寰お 司令官と して は適仟 であると 考 へる。 明治 十五 年 大分 縣に 生れた。 本年 五十 五 歳で ある。 

憲兵 將校ゃ 憲兵 下士官に 向って 「中島さん の 評判 はどうで すか」 と 聞いて 見ても、 みんな、 非 

常時 的な 遠慮 をして ゐる せいか、 「まだ 新任 匆々 の 人 だから 一寸 判りません」 と 言って、 批評 を 避 

けて ゐる さう である o 

6、 戒嚴 司令官 岩越恒 一中 將 

東京 警備 司令官 兼 東部 防衞 司令官 兼 戒厳 司令官と して、 不眠不休の 活動に 全力 を盡 して ゐた香 

唯^ 平中將 は、 今 囘の事 變に關 する 責任 を 取って 待命 仰 付と 云 ふこと になり、 その後 任と して は 

先き に參謀 本部 附 となって ゐた 岩越恒 一中 將が親 補 せらる る ことにな つて、 四月 二日 親 補 式 を 了 

つた。 


夫人 は 語る 「香椎 さまのお 後です から、 どんなに か 責任 を 重く 感じて おります やら …… 身體も 

大變 丈夫で 御座いま すから、 その 點は 心配ありません が、 無事お 役 を 仕遂げて くれます やうに 祈 

念 致して おる 次第で 御座います。 …… 若い 時分 はすい ぶんお 酒 をいた^ きました。 只今 も 宴會な 

どで は相當 にいた^ くやう であり ますが、 家で はちつ ともいた^ きまで ん。  趣味と 申し まし 

て も 申し上げる ほどの こ ともなく、 乘馬 など は 好きの やうで 御座います。」 

X  X  X  X 

性格 は氣 一本の 人で、 極めて 緻^な 頭腦玄 有し、 近代 工兵 戰 術の 大家に して、 多年 敎育 總監部 

系統 を歷 任した だけに、 有 數の敎 育 家で ある。 
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岩 越 中將は 明治 十 一 年 大阪府の 直 右衛門 氏の 長男と して 生れた ものにして、 本年 五十 九 歳で あ 

る。 明治 三十三^ 陸^ 十： 官舉校 卒業の 第 十二 期 生で ある。 三十 四 年 六月 工兵 少尉に 任官して、 ェ 

兵 第三 大隊 附 となった。 日露 戰 役に 出征し、 普 蘭 店、 首山堡 などの 戰に， 殊勳を 立てて、 軍司令官 

より、 感狀 を授與 せられ、 更に 戰 後の 行賞に 當 りて は 功 四 級 金 鵄勳章 を授與 された。 四十 年 十月 

陸軍 士官 學 校敎官 となり、 大正 元年 十 一 月 陸軍 大學& 卒業して、 翌ニ年 十月 陸軍省 軍務 局 課員、 

irm 大 m 兵 學敎官 、參謀 本部 部員、 海軍 大學 敎官 など を歷 任し、 十 一 年 八月 參謀 本部 課長と なり、 

卜^ 年 十月 M に irm 大學兵 擧敎官 となり、 十五 年 三月 電信 第二 聯隊 長、 昭和 二 年 七月 佐 世 保 要塞 

司令官- 三年 八月 以來、 通信 學 校長、 工兵 舉 校長、 砲ェ學 校長な ど を歷 任して、 八 年 八月 工兵 監 

となり、 滿洲事 變 に は 岩 越 本部 隊長と して 現在まで 討匪 行に 辛苦 をな. めて ゐた。 十 年 三月 第 一ニ 師 

ffl 長に 榮 進し、 去る 三月 二十 三日 を以 つて 參謀 本部 附に轉 じて 今日に 至った ものである。 

X  X  *  t  X  ；暴ぜ X  ,..善；：ま.ぷ 

自宅 は 杉 並 區高圓 寺七ノ 一 1 〇〇 にして、 家庭に は貞子 夫人 (五 一 歲) と 養嗣子の 赤 羽 H 兵隊 附 

工兵 中尉 紳六君 (二八 歲) が ある。 


して」 と 云って、 勇敢に も、 將軍 と共に や はリ滿 洲國へ 行く ので ある ノ 

X  X  X  X 

H 月 二十 一 一日、 滿洲國 へ 赴任の 途 についた 大將 は、 車中で 新聞記者 圑 から、 對滿 政策 を 中心に、 

滿ソ國 境紛爭 問題な ど、 矢つ ぎ 早に 質問の 包圍 攻擊， を 受けながら も、 例の 悠然た る 調子で、 鋭鋒 

をのら. ON  くら hN と 受け流した 後、 おもむろに 「さあ、 諸君、 もう 聞く こと はない かな。 矢つ ぎ 早 

な 諸君の 質問に、 丁度 先生の 質問 を 受けた 生徒と いった 所で、 一 寸 面喰らつ たが、 ど うぢ や、 及 

第だった かな。 それとも、 わし は 落第 か. ：… 、 子供の 人 舉試驗 に は 親た ちが 一生懸命で 心配す る 

ん だが、 わしの 試驗 では、 これが 大變氣 を もんで ゐる やう だぞ」 と 云って、 傍らで 心配 さう に 聞 

き 耳 を 立てて ゐる園 田 參謀を 顧みて、 朗 かに 微笑した ので、 1 同 は r 大將、 及第です よ」 と 言つ 

て 大笑 ひした。 

X  X  X  X 

現役 四大將 (南、 寺內、 植田、 西) 中の 一 人 だ。 令名 ある 扳垣參 謀 長との 共働、 名コ ンビ で、 

1 國防第 一 線の 强化は 確保され るであろう。 
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六 軍 司 <F- 官其 他  , 

1、 關東 軍司令官 植田謙 吉 大將 

」 皮 繁大將 II 武藤 信^ 元帥 ——菱刈 隆大將 —— 南 次 郞大將 —— 植 田謙吉 大將。 卽ち f^s 

r-7f に 依り、 南 次 郞は參 謀 本部 付と なされ、 その後 任に は、 植田 大^: の 親任と なつら。 

X  X  X  X 

棺田 大將は 明治 八 年 大阪に 生れた、 本年 六十 二 歳で ある。 軍の 最長 老だ Q 

植田大 將は人 も 知る 「隻 脚將 軍」 で、 而 かも 「童貞 將軍」 である。 暮 しだ。 骨を滿 蒙の 

地に 埋める 決心で 赴任す ると 言 ふのに、 その 引き越し 荷物 は、 やもめ 暮 しの 氣 やす さで、 ナンと 

僅かに 二十 個、 トラック ー臺 が、 澀谷區 幡ケ谷 本 町の c 邸から 出た だけで、 もう 邸. s はう そ^ 

く、 ガラン 洞と なって しまった。 

お引越し 荷物と 一 所に、 常住 坐 臥、 將 軍の 世話 をして ゐる 二人の 女中さん たち は 「是非お 半 を 
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の 傑物で ある。 板 垣さん の將來 こそ * 萬 入の 刮目して 見る ところで ある。 蓋し 大物 中の 大物で あ 

る。 彼 板 垣さん の 健在 は國 家の ために 最も 大切なる ものの 一 である。 自重、 自愛、 以 つて 御健鬪 

なされん AJ と を 祈る。 

3、 闘 東軍 憲兵 司令官 東條英 機少將 

今度の 二，  二 六 事 變の責 を 負って 憲兵 司令官の 地位 を 去った ところの 岩 佐祿郞 は、 前に 關 東軍 

憲兵 司令官 をして ゐ たが、 東條 さん は その 岩 佐の 後任と して 就任した ので ある。 

X  X  X  X 

彼 は 是亦部 內有數 の 人傑で ある。 彼 は 以前に 憲兵から 虐めら れてゐ たと 見えて、 憲兵 を 大變嫌 

つて ゐ たさう であるが、 かう して、 憲兵と なって 見る と、 大分 興味 を 持ち出し たと 見えて、 大ぃ 

に 働いて、 斷然關 東軍 を 抑 さへ てゐ るとの 事で ある。 殊に 例の 新 3f 件に ついては、 相當斷 乎た 

る 態度 をと つて ゐ ると 聞いて ゐ るが、 筆者 は 東 條少將 の 自重 を 望む ものの 1 人で ある。 

X  x  X  x 

東條 さん は、 明治 十七 年生れ で、 本年 五十 三 歳の 働き盛り である。 此の 次に は、 憲兵 司令官と 
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2、 鬨 東軍 參謀長 板 垣征四 郎少將 

西 尾 壽造中 將の參 謀 次長 就任に より、 關 東軍 參謀副 長の 板 垣少將 が、 昇進した る は 蓋し 最も 妥 

當且 適任で ある。 滿 洲事變 前後から 今日まで、 文字通り 板 垣さん は 不眠不休の 大車輪 的な 活動 を 

した。 おかげで 滿洲國 の 誕生 は實 現し、 日本の 基礎 は 益々 鞏固と なった。 板 垣さん の 功鎮は 正に 

永久 不滅で ある 

X  X  X  X 

板 垣さん は 「滿洲 の 父」 と 仰がれて ゐる。 滿洲の 人々 は 「板 垣大 先生々々」 と 云って 尊敬して 

ゐる。 殊に 皇帝の 御 信任 は 深い。 

x  X  x  x 

雅量の 大きい 大人物に して、 全軍 中に 於いて、 第 I 番に將 來を囑 目され てゐ る。 腹が 太く、 頭 

腦が 緻密で ある。 殊に 軍部 全 體の强 い 信賴を 受けて ゐる。 

板 垣さん は 岩手縣 出身に して、 明治 十八 年生れ で、 本年 五十二 歳の 壯者 である。 睦 軍大擧 卒業 
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る。 若く して 顯 はれす、 肩章 を ベタ 金で it つてから 段々 と顯 はれ 來 つた ものである。 

X  X  X  X 

小 磯さん は 明治 十三 年 四月 一 & 3 山形 縣新住 町の 生れで ある。 本年 五十 七 歳の 働き盛り だ。 日露 

戰爭に は 巾 尉で 歩兵 第一 一 一 十 聯隊 附 として 出征し、 戰時 中に 大尉に 進んで 同 聯隊 中隊長と して M 

した。 

彼の 少、 中尉 時代、 實兵 指揮で は 聯隊で 鳴らした ものであって、 當時 流行した 一 齊射擊 の 指揮 

では、 「小 磯の 一 齊 射乘」 と 言って 大變な 評判であった。 彼 は 今で、 -美聲 なること で 有名 だが、 

若い 時から 然 りで、 彼が 美聲を 張り上げて 「目標 何々、 ネ，、 テ！」 r ド ゝ、、 ン！」 とやる と、 一 

檢閲官 は、 常に 「ゥ ン、 よろしい」 と 言 はざる を 得なかった とい ふこと である。 

歩兵 第三 十 聯隊と いふの は、 新 潟縣村 松に あって、 日露 戰爭 では 第一 軍に 纏し、 最も 永く 戰地 

に 在った 部隊に して、 山地 方面で 健闘し、 軍司令官 黑 木爲楨 から、 ニ囘も 感狀を 貰って ゐ る。 彼 

も 功績 あり、 功 四 級と いふ 破格の 行賞に ぁづ かった。 

戰後、 彼 は 聯隊 副官 を やった が、 田舍の 孤立 聯隊の 而 かも 戰 後の 多忙の 裡 にあって よく 勉強し, 

四十 年に 陸軍 大舉 校の 門 をく^. ns、 四十 三年に 出た j 出ても 好成續 ではなかった ので、 大尉、 少 


W なって、 中央に 戾 つて 来る かも 知れない 3 

4  、 朝鮮 軍司令官 小磯國 昭中將 

陸軍 中將小 磯國昭 さん は、 年と 共に 光彩 を 放って 行く やうに 感ぜられる。 陸軍 士官 舉 校の 成繽 

も、 陸軍 大舉 校の 成績 も、 さしてい. ^とい ふ ほどで もない ので あるが、 今や 小 磯さん の 存在 は、 

全 陸軍の 中に 於いて 推し も 推され もせぬ ものに なって ゐる。 

陸軍 士官 學校第 十二 期 生 も 決勝^に 近づく につれ て、 朝に 一 人、 夕に 一 人と 落伍し、 もう 殘り少 

なにな つて ゐる。 杉 山元、 小 磯！： 昭、 柳 川 平 助、 岩 越恒ー の W 氏。 競爭者 はこれ だけで ある。 とな 

ると 小 磯さん は 前 走者 を 二三 人拔 いて、 決勝 點に 飛び込みそう である。 彼の 體カは 益 々頑強に、 

その 意氣は 愈々 旺盛で ある。 

X  X  X  X 

大器晩成と いふ 曾 葉が ある。 大器 は 晩成す る もの だとい ふ 意味 か、 大器と なる に は、 結局 晩く 

まで か- T ると いふ 意味 か、 それとも、 又 大器の 中には 晩成 組 も あると いふ 意味 か、 その 何 づれで 

あるか は 知らないが、 若しも ル 磯さん を 大器と するならば、 彼 は 兎に角 晩成 組に 屬 する 人間で あ 
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本部 課長たり し 小 磯さん が、 或る 重大 任務 を帶 びて 滿洲へ 行った こと、 昭和 六 年 五月の 萬 寳山事 

件 以來の 軍務 局長、 陸軍 次官と しての 小 磯さん の 活動ぶ り、 關 東軍 參謀 長と しての 小 磯さん の畫 

策、 等々、 要するに 小 磯さん は 口 も 八丁、 手 も 八丁で 大 活躍 をした ので ある。， 

小 磯さん は 今や 部內 傑出の 大物と 見られる に 至った。 海軍 大將加 籐寛治 は、 「陸軍で 軍人ら し 

い 奴 は、 小 磯 一 人 だ」 といった そうだが、 とにかく 大器で ある。 又 或る人 は 「小 磯 は その 器に 於 

いて、 大臣よ し、 總長 よし、 總監 よし、 部內稀 有の 俊豪 だ」 と 言って ゐ るが、 それ も 正鵠の 一 を 

得た ものである。 

どう 見ても 彼 は 線の 太い 軍人 政治家で ある。 膽 もぁリ * 又 策 も ある。 やる となったら 徹底的に 

やる であらう。 然し、 此の 軍人 政治家と いふの が、 どうも 終. WN を 全うしない。 此點彼 自ら 知る と 

とろ ある や 否や。 自重 を 望む 次第で ある。 ， . 

X  X  X  X 

彼 は 斗酒 尙ほ辭 せす と い つ た 酒豪で あって、 醉へ ば 美聲を 張お 上げ て 歌 ふ。 豪傑に も 似合 はす， 

案外 センチな ところ もあって、 歌 を 作ったり する が、 滿 洲事變 勃發 常時 流行した 滿蒙 小唄 は、 彼 
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佇の 顷は大 舍 廻りで 暮 して ゐ たが、 シ ベリ ャ 出兵で は 特務 機關 として 活躍し、 此 頃から 漸く 

芽が 出て、 大正 九 年に は參 謀^ 部々 員、 それから 航^ 本部々， M ぎ I 年 やり、 大佐に なって 歩兵 第 

五十 一 聯隊 長と なり、 此の 聯隊 長で 彼 はすつ かり 男 を あげた。 將校圑 の 戰術敎 育 を 大いに やって 

認められた ことな ども、 その 一 つであって、 此 頃から 彼の 航路 は 希望 峯に 向った のであった。 

大正 十四 年に 參謀 本部 課長と なり、 次いで 又も 航签 本部に 歸 つて 總務 部長 を やり、 それから 陸 

軍 省に 来て 整備 局長と なり、 やがて 軍務 局長に 進み、 五、 一 五 事件に 因る 非常時 內閣で 荒木 陸相 

の 下に 拔擢 されて 陸軍 次官に なった が、 關東 軍司令部が 急に 重要性 を增 し、 大將武 藤 信義が 軍 司 

令宫 として 赴任す るに 當り、 拔擢 されて その 參謀 長と なった。 玆で縱 横に 腕を镩 つたが、 昭和 九 

年 三月、 第五 師團 長に 榮轉 して • 西 尾壽造 中將と 交代し、 それから 朝鮮 軍司令官 となって 今日に 

至って ゐる。 此の 轉 任の 時 は 中央部に 來 ると 云 ふ 話 もあった が、 柳 W 中 將ゃ建 川中將 との 釣合 上 

から、 とうとう 朝鮮に やられた ので ある。 

X  X  X  X 

彼の 滿洲 經綸 は、 若い 時からの 宿望であった。 少佐 時^から 永く 支那 問領を 研究して ゐ たが、 

その 研究が やがて 事 賞の 上に 役立った。 大正 十四 年に 郭松齡 が 張 作霖に 叛旗 を 翻した とき、 參謀 
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柳 川 中將は 荒木 貞 夫と 親交が あるら-.^。 先般、 長女 和 子さん (二 艽歲) が 結婚 するとき は， 荒 

木が 媒介 者と なって ゐた。 先輩 福 田さん の 墓 參を缺 かした ことのな いのは， 柳 川さん の禮を 知る 

人と 爲 ね を 知る に 充分で ある。 

柳 川さん は 幾度 も 中央部に 來る だら うと 首 ふ 話 は あるが、 唯 話に 止って ゐる のみで ある。 彼が 

臺灣 軍司令官 となる 前 は、 第 一 師圑 長よ ぉ參謀 次長に なること は餘程 決定的であった やう だが、 

遂に 臺灣に ゆかれた。 

然し、 今日の 軍部の 流れに 1 番 良く， 乘り 得る 人物と して は、 先づ柳 川：： 將を 筆頭に 上ぐべき 

であろう。 他に 適任者が ないやう である。 

柳 川さん は、 陸相と しても、 総監と しても、 總長 としても， 良く やって 行ける 人物で ある。 

殊に 國 體明徵 の 徹底 を具體 化せねば ならぬ 今日、 柳 川 中將を 中央に 迎 へる こと は 皇軍の I 大早 

急 事で ある。 何と なれば、 柳 川中將 ば、 夭 皇機關 說排擊 の聲を あげた^ 初の 人で あり、 國體の 開 

顯を强 く 主張す る 人 だからで ある。 此の 點に 就いては 部內齊 しく 之 を 認めて ゐる。 石 井 大^の 如 
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の C 作 だと 言 ふこと である。 中々 隅に はおけ ない ノ 

どんとく く 大砲 小づ X 

やみに 響けば 妖雪喑 る X 

さっと 浮き出た 奉 H< 城の 

城の かなたに 旭 は 躍る 

小唄で も 作る となると、 又 小 磯ん さに 對 する 認識 も、 多少 變る かも 知れぬ。 彼と して は、 もつ 

ともつ と M を 廣 くして、 社會を 知らねば なるまい。 そうする ことに 依って、 彼の 大臣 學が 大成す 

るで あらう。 切に 建鬪を 祈る。 

5、 臺灣 軍司令官 柳 川 KI. 助中將 

柳 川 平 助 中將は 明治 十二 年、 長 崎縣^ S: 杵郡村 松 村に 生れた。 本年 五十八 歳の 働き盛り だ。 陸 

軍 士官：^ 校 騎兵 科の 出身し にて 陸 軍 大舉を 出て ゐる。 

長崎縣 から は 陸軍 大將 とし て 先き に樞密 顧問 官福田 雅太郞 大將を 出し て -9 る。 柳 川さん が大將 

になれば 二番目で ある。 而 かも 彼 はやが てナ、 將 になる であらう。 もうしめ たもの だ。 
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多 田少將 は、 なか- (. 進歩的な 考を 持って ゐる 軍人で ある。 そのこと が、 多田少 將の戰 術から 

見て よく わかる。 ， 

卽ち、 土 肥 原 賢 ニ中將 あたり は 「支那 人 は 酒で も飮 ませれば、 それでよ い」 などと 考 へて、 軍 

閥 を 相當に 重視して ゐ ると 云 ふ 工合で、 まだ いくらか 「上から」 行く と 言ふ舊 式の 戰術 である や 

うに 見える が、 多 W 少將 はそう ではない or 下から」 の 戰術を 重視して ゐる。 卽ち北 支那の 獨立蓮 

勁に 就いても、 多 田少將 は宋哲 元な どよりも、 むしろ、 民衆の 自治 運動 を 重要と して、 その 成 行 

きを 凝視して ゐた。 そして その 方面に 彼の 力 を 注入した。 

さやう に、 多 田 少將は 民衆の 力と 言 ふ もの をよ く 知リ、 民衆 運動の 重要性 を 充分に 認識して ゐ 

ると ころの、 進歩的な 軍人で ある、 と 言 はれて ゐ る。 

X  X  X  X 

多 田少將 は、 明治 十五 年 宫狨縣 に 生れた。 本年 五十 五 歳の 男盛りで ある。 陸軍 大蓽 出身の 春秋 

に 富む 人物で ある。 


きも 亦然 りで ある ノー 

X  X  x  X 

柳 川 中将 は 部下 共 他 一般の 後輩に 對 して は、 極めて 親切で あり、 且禮儀 をよ く 守る 人で ある 0 

公務 多忙の 內 にも 決して 後輩の 世話 を 忘れない。 と共に、 又 他人に 對 して 言葉 使 ひからして 軍人 

に以合 はす、 丁寧で ある。 此の 點に柳 川さん の 性格が 見える。 

X  X  X  X  ノ や-い. リノ し-, -. 

然し、 騎兵 科 出身 だけに、 &ムハかの 所が ある。 敏感、 機敏 は 長所で ある。 が 然し、 聊か 短兵急 

なと ころが あり、 圭 角が ある やうに さへ 見える。 この 點は柳 川さん が 部 內の囑 望 を 負って ゐる人 

さけに、 大いに 自ま して 大成して もら ひたい ものである。 

柳 川さん！ 盲 蛇的眷 かも 知れ ませぬ I 其點は惡 し t すお 許し 下さい。 唯 閣下の 皇、 

健鬪を 切に 祈る。 

6、 支那 駐屯 軍司令官 多 田 駿少將 
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附、 slsffl, 公判の 更新 ， 

相澤 中佐の ポ法 會議 公判 は、 二月 二十 七 CE 午前 卜 時より、 靑山 第一 師圑 軍法 會議 法廷に 於いて 

開廷す る豫定 なりし も、 二、  二 六蓽變 のために 無期延期 となり、 法定 期間た る 十五 日 をも經 過し 

たので、 軍法 會議法 第三 九 七條に 依り 公判 は 新規 蒔 直しと なった。 

裁判^た る 歩兵 笫ー旅 圑長佐 藤 正 一 二 郞少將 は、 三月 二十 三日 を以 つて 待命と なり、 從 つて 右 軍 

法 會議の 裁判" おも 免ぜられ るに 至った ので、 その後 任に は 騎兵 第 I  j 旅 圑長內 藤 正 一 少將が 任命 さ 

れる ことにな つた。 

內 藤少將 は、 明治 二十 年 五月 愛知 縣に 生れ、 ガ年 五十 歳、 陸軍 士官 舉校第 十八 期の 騎兵 科 出身 

にして、 明治 三十 九^ 六：：！： 騎兵 少尉に 仔官、 第二. t. 師圑 司令部 付より、 騎兵 監部付 を經て 昭和 十 

年 八月 少將 となりし ものにして、 陸軍 大擧 出の 俊才で ある。 

判士と して は、 前の 判士が 皆、 今囘の 二月 事變に 依って 引責 待命と なった ため、 その代りに、 

第 一 師圑 司令部 附 (東京 工業 大擧 服務) の 歩兵 大佐 畠 山 政 之丞氏 及び 輜重兵 第 一 大隊 長の 輜重兵 

大佐 立 石 益 太 氏が 任命され た。 I  I 完 — 


愛讀 者へ 急告！ 

■11 一井 善太郞 氏の 二 名著 「入 LL 好かれる に はこれ だけば 心得お 

くべ し」 「挨拶の 仕方と 話の種」 は大 好評で、 寳行 殺到し 再版 

又 再版の 盛況^ 呈 して 居リ ます。 賣 切れぬ 中に 御 求め 下さい。 

I- 尙 此の 外に 賀川徹 哉 氏 飜譯の 「日本 はどうな るか」 ^只今 發 

寶 中です。 これ は 外國の スパイが B 本の 内情^ 曝露せ る もの 

で、 興味 溢れる 讀 物です。 

驪 本社 は 愛 II 者 各位の 御 厚情と 全社 員の 奉仕 的 努力 によ つ て 今 

や 完全に 册子界 の 最高峰^ 濶步 して 居ります。 各位の 一層の 御 

愛 讚^ 御 願 ひ 致します。 

驪愛讀 者 各位に 新刊の 御 通知、 連絡 ぁ圖 るた め 愛 讀者カ ー ド^ 

作製 致して 居ります から 御手 數 でも 本書 御 買 求めの 方 は 是非 左 

昍 事項^-力が キで 御知らせ 下さい。 

1、 お求め 書の 題名 1、 お 求の 場所 

】 ゝ 讀後感  1 、 御 住所 御 氏名 

1、 いかなる 種類の 書物の 出版な 御 希望 か 
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